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（１）平成22年7月1日

　
京
都
市
会
５
月
定
例
会
は
28

日
、
５
月
補
正
予
算
案
を
可
決
、

閉
会
し
ま
し
た
。
今
回
の
補
正

予
算
は
、
平
成
21
年
度
の
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
の
歳

入
不
足
82
億
円
を
補
い
、
繰
り

上
げ
充
用
に
要
す
る
経
費
等
を

補
正
す
る
同
会
計
補
正
予
算
83

億
１
１
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

る
ほ
か
、
依
然
厳
し
い
状
況
に

あ
る
経
済
・
雇
用
情
勢
を
踏
ま

え
、
緊
急
雇
用
対
策
事
業
と
し

て
６
億
４
０
０
万
円
を
追
加

し
、
合
計
89
億
１
５
０
０
万
円
、

補
正
後
の

規
模
は
１

兆
６
６
４

３
億
７
０

０
万
円
に

な
っ
て
い

ま
す
。

　
緊
急
雇

用
対
策
事

業
で
は
、

京
の
旬
野

菜
「
時
待

ち
食
」キ
ャ

ン
ペ
ー
ン

実
施
１
億

１
０
０
０
万
円
や
新
京
野
菜
苗

の
安
定
供
給
体
制
確
立
９
０
０

万
円
、
市
内
商
店
街
等
統
一

セ
ー
ル
支
援
事
業
３
０
０
０
万

円
、
木
質
資
源
利
用
促
進
事
業

３
３
０
０
万
円
な
ど
を
盛
り
込

ん
で
い
ま
す
。

　
５
月
補
正
予
算
の
成
立
を
う

け
て
自
民
党
市
会
議
員
団
は
、

緊
急
の
課
題
に
迅
速
か
つ
機
動

的
に
対
応
す
べ
く
、
全
力
で
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

89億1500万円
平成22年度 京都市5月補正予算

小
林
正
明
（
北
　
区
）

加
地
　
浩
（
北
　
区
）

山
本
恵
一
（
北
　
区
）

中
村
三
之
助
（
上
京
区
）

寺
田
一
博
（
上
京
区
）

巻
野
　
渡
（
左
京
区
）

大
西
　
均
（
左
京
区
）

加
藤
盛
司
（
中
京
区
）

津
田
大
三
（
中
京
区
）

内
海
貴
夫
（
東
山
区
）

富
　
き
く
お
（
山
科
区
）

𠮷
井
あ
き
ら
（
山
科
区
）

下
村
あ
き
ら
（
下
京
区
）

田
中
セ
ツ
子
（
南
　
区
）

井
上
与
一
郎
（
右
京
区
）

田
中
英
之
（
右
京
区
）

山
元
あ
き
（
右
京
区
）

田
中
明
秀
（
西
京
区
）

西
村
義
直
（
西
京
区
）

高
橋
泰
一
朗
（
伏
見
区
）

繁
　
隆
夫
（
伏
見
区
）

橋
村
芳
和
（
伏
見
区
）

自
民
党
京
都

市
会
議
員
団

選
出
行
政
区
順

皆
様
の
ご
意
見・ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

市会議場正面に勢ぞろいした自由民主党京都市会議員団

大
西
　
均

加
地
　
浩

田
中
明
秀

田
中
セ
ツ
子

津
田
大
三

橋
村
芳
和

山
本
恵
一

井
上
与
一
郎

繁
　
隆
夫

田
中
英
之

富
き
く
お

中
村
三
之
助

西
村
義
直

内
海
貴
夫

加
藤
盛
司

小
林
正
明

下
村
あ
き
ら

髙
橋
泰
一
朗

寺
田
一
博

巻
野
　
渡

𠮷
井
あ
き
ら

山
元
あ
き.

緊
急
雇
用
対
策
事
業
を
追
加

国民健康保険事業特別会計 138,019 8,311 146,330

雇用対策事業特別会計 1,321 604 1,925

今回補正しない会計 1,516,052 ー 1,516,052

　　 合　　　　計 1,655,392 8,915 1,664,307

　　 会　 計　 名 補正前の規模 補　正　額 補正後の規模
補正予算の規模 （単位：百万円）

.
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　平
成
22
年
５
月
市
会
定
例
会
に

お
い
て
、
歴
史
と
伝
統
あ
る
第

76
代
市
会
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　近
年
、
市
民
の
皆
様
の
住
民
意

識
の
高
ま
り
か
ら
、
市
民
要
望
が

多
種
多
様
化
、
そ
し
て
、
高
度
化

す
る
中
、
市
長
と
と
も
に
市
民
の

皆
様
の
直
接
選
挙
で
選
ば
れ
た
議

員
の
活
動
の
場
で
あ
る
市
会
の
役

割
は
、
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
き
て

い
ま
す
。
つ

ま
り
、
住
民

自
治
の
根
幹

を
成
す
二
元

代
表
制
を
担

う
議
事
機
関

と
し
て
、
市

長
の
事
務
執

行
の
監
視
と

評
価
、
更
に

は
重
要
な
政
策
形
成
へ
の
取
り
組

み
な
ど
市
会
の
重
要
性
は
、一
層
、

増
大
し
て
い
ま
す
。

　京
都
市
会
に
お
い
て
は
、
精
力

的
な
検
討
及
び
議
論
を
重
ね
、
議

決
権
の
強
化
や
開
か
れ
た
市
会
の

推
進
、議
員
処
遇
の
見
直
し
な
ど
、

市
民
の
目
線
に
沿
っ
た
改
革
の
成

果
を
収
め
て
参
り
ま
し
た
が
、
更

な
る
行
政
に
対
す
る
監
視
機
能
を

一
層
発
揮
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

議
会
の
機
能
強
化
に
引
き
続
き
取

り
組
み
、
京
都
市
政
の
発
展
に
全

力
を
尽
く
し
、
市
民
の
皆
様
の
信

頼
に
応
え
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　今
後
と
も
更
な
る
市
政
発
展
の

た
め
、
門
川
市
長
と
良
い
意
味
で

の
緊
張
関
係
を
保
ち
つ
つ
、
自
民

党
京
都
市
会
議
員
団
を
は
じ
め
と

す
る
市
会
議
員
と
と
も
に
誠
心
誠

意
全
力
を
傾
注
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　内
海
貴
夫
議
員
（
質
問
）
今
年

４
月
７
日
に
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ス

ミ
ス
氏
を
招
い
て
、
ユ
ネ
ス
コ
の

「
近
代
化
遺
産
」
と
琵
琶
湖
疏
水

を
テ
ー
マ
に
講
演
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
講
演
は
世
界
遺
産

（
世
界
文
化
遺
産
）
申
請
の
可
能

性
を
探
る
講
演
会
で
あ
っ
た
と
推

測
い
た
し
ま
す
。
世
界
遺
産
申
請

へ
の
市
長
の
考
え
を
お
聞
か
せ
下

さ
い
。

　門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
私
は
、

日
本
の
近
代
化
に
と
っ
て
大
き
な

役
割
を
果
た
し
た
琵
琶
湖
疏
水
が

今
後
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま

す
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま

す
。
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
準

備
調
査
の
一
環
と
し
て
、
今
年
度

か
ら
琵
琶
湖
疏
水
や
そ
の
周
辺
の

岡
崎
地
域
の
調
査
を
行
う
ほ
か
、

大
学
と
の
連
携
に
よ
っ
て
小
川
治

兵
衛
作
庭
に
よ
る
近
代
庭
園
群
を

主
な
対
象
と
す
る
調
査
を
実
施
し

ま
す
。

　内
海
貴
夫
議
員
（
質
問
）
本
市

で
は
、
市
民
の
皆
様
が
お
金
を

払
っ
て
袋
を

購
入
し
、
資

源
ご
み
を
出

し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま

す
が
、
こ
れ

を
無
断
で
持

ち
去
る
と

い
っ
た
行
為

は
い
か
が
な

も
の
で
し
ょ

う
か
。
資
源

化
物
の
無
断

持
ち
去
り
行

為
の
禁
止
を

条
例
に
盛
り

込
む
こ
と
を

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　坪
内
俊
明
環
境
政
策
局
長
（
答

弁
）
資
源
物
を
無
断
で
持
ち
去
る

行
為
は
、
市
民
の
皆
様
の
ご
み
減

量
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
り
組
み
に

水
を
差
し
、
ご
み
減
量
意
識
の
低

下
を
招
く
と
と
も
に
、
本
市
が
本

来
収
入
す
る
べ
き
財
産
の
損
失
に

も
つ
な
が
り
、
他
都
市
の
事
例
等

も
参
考
に
、
条
例
で
の
規
制
に
つ

い
て
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　内
海
貴
夫
議
員
（
質
問
）
歯
周

病
予
防
対
策
が
望
ま
れ
ま
す
。
虫

歯
予
防
と
歯
周
病
予
防
の
予
算
バ

ラ
ン
ス
を
適
正
に
す
べ
き
で
す
。

　門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
歯
の

健
康
は
全
身
の
健
康
で
あ
り
、
歯

周
病
は
、
糖
尿
病
や
動
脈
硬
化
等

の
生
活
習
慣
病
の
原
因
の
一
つ
で

あ
る
と
も
言
わ
れ
、
保
健
セ
ン

タ
ー
事
業
に
加
え
、
健
康
づ
く
り

サ
ポ
ー
タ
ー
等
の
活
動
と
も
連
携

し
な
が
ら
、
全
身
の
健
康
づ
く
り

と
し
て
の
口
腔
保
健
の
一
層
充
実

を
図
り
、「
８
０
２
０
運
動
」
を

よ
り
一
層
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　内
海
貴
夫
議
員
（
質
問
）
子
宮

頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
を
例
に
と
る

と
、
本
市
の
中
学
１
年
生
女
子
に

全
額
補
助
す
る
場
合
、
費
用
は
２

億
９
２
４
５
万
円
と
な
り
ま
す

が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
普
及
は
命

の
予
防
行
政
に
欠
か
せ
ず
、
多
く

の
国
で
は
公
費
負
担
が
実
施
・
検

討
さ
れ
る
中
、
わ
が
国
で
は
地
方

自
治
体
負
担
で
行
わ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
こ
と
を
懸
念
し
ま
す
。
医

療
の
平
等
性
を
思
う
と
ワ
ク
チ
ン

接
種
は
、
子
ど
も
手
当
支
給
の
お

よ
そ
５
兆
円
余
り
の
一
部
に
よ
り

現
物
支
給
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を
お
聞

か
せ
下
さ
い
。

　門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
市
町

村
の
公
費
負
担
の
有
無
で
接
種
の

機
会
が
異
な
る
こ
と
は
あ
っ
て
は

な
ら
ず
、「
い
の
ち
、
健
康
」
を

守
る
た
め
に
は
、
全
国
一
律
で
対

応
す
べ
き
で
あ
る
と
確
信
し
て
お

り
ま
す
。
必
要
性
の
高
い
任
意
の

予
防
接
種
は
、
早
期
に
予
防
接
種

法
に
規
定
し
、
国
に
よ
る
財
源
措

置
を
行
う
よ
う
、
引
き
続
き
強
く

求
め
て
参
り
ま
す
。

　内
海
貴
夫
議
員
（
質
問
）
地
域

行
事
・
少
年
野
球
・
サ
ッ
カ
ー
な

ど
、
市
民
に
と
っ
て
か
け
が
え
の

な
い
資
産
で
あ
る
学
校
跡
地
活
用

に
、
今
後
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
臨

ま
れ
る
の
か
、
お
答
え
下
さ
い
。

　星
川
茂
一
副
市
長
（
答
弁
）
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
機

能
な
ど
、
地
域
の
皆
様
の
声
に
も

十
分
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
市
民
の

貴
重
な
財
産
で
あ
る
学
校
跡
地
を

最
大
限
に
有
効
活
用
で
き
る
よ
う

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

琵
琶
湖
疏
水
を
世
界
遺
産
に

琵
琶
湖
疏
水
を
世
界
遺
産
に

琵
琶
湖
疏
水
を
世
界
遺
産
に

内海貴夫議員の質問項目

・ 地域主権の時代における本市の
見解と取り組み

・ 地球温暖化対策条例の総括と改
正に向けた決意

・ 資源物の無断持ち去り行為の禁止

・ 琵琶湖疏水の世界遺産申請

・ 市営保育所の在り方

・ 口腔保健施策

・ ワクチン接種の実行性の向上

・ 小学校の跡地活用

内
海
貴
夫
議
員
（
東
山
区
）

世界遺産への登録が望まれる琵琶湖疏水（岡崎付近）

京都市会本会議場議長席を望む

登
録
申
請
へ
の
準
備

周
辺
の
近
代
庭
園
群
含
め

資
源
化
ご
み
無
断

持
ち
去
り
禁
止
を

ワ
ク
チ
ン
接
種
の

実
行
性
の
向
上
へ

小
学
校
跡
地
活
用

今
後
の
取
り
組
み

口
腔
保
健
予
算
の

バ
ラ
ン
ス
適
正
化

第
76
代
京
都
市
会
議
長

加
藤
盛
司

時代のニーズに
 対応する議会へ
時代のニーズに
 対応する議会へ
時代のニーズに
 対応する議会へ
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　下
村
あ
き
ら
議
員
（
質
問
）
梅

小
路
公
園
の
再
整
備
を
契
機
と

し
、
周
辺
の
新
た
な
観
光
エ
リ
ア

の
創
出
に
つ
い
て
、
じ
っ
く
り
周

辺
を
歩
い
て
楽
し
む
。
地
元
商
店

街
や
中
央
市
場
、
島
原
地
区
、
京

都
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
等
と
の
連
携

に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

げ
る
と
い
う
観
点
で
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
み
を
進
め
よ
う
と
さ
れ

て
い
る
の
か
、
現
在
策
定
中
の
次

期
下
京
区
基
本
計
画
に
お
け
る
位

置
付
け
と
あ
わ
せ
て
お
答
え
く
だ

さ
い
。

　門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
議
員

ご
指
摘
の
と
お
り
、梅
小
路
公
園
の

再
整
備
を
契
機
に
、地
元
商
店
街

や
中
央
卸
売
市
場
、
リ
サ
ー
チ

パ
ー
ク
地
区
等
と
の
融
合
に
よ
り
、

「
歩
い
て
楽
し
む
」を
テ
ー
マ
に
水

族
館
と
周
辺
の
豊
富
な
観
光
資
源

を
結
ぶ
ル
ー
ト
の
設
定
や
、
じ
っ

く
り
歩
い
て
五
感
で
堪
能
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
観
光
案
内
標
識
の

整
備
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の

開
発
な
ど
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

こ
う
し
た
方
向
性
は
、
今
年
度
中

に
策
定
す
る
予
定
の
新
た
な
下
京

区
基
本
計
画
に
お
い
て
も
、
し
っ

か
り
と
位
置
付
け
、
梅
小
路
周
辺

地
域
の
個
性
や
魅
力
の
向
上
を
目

指
し
て
参
り
ま
す
。
今
後
、
こ
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
通
し
て
、
水

族
館
を
中
心
と
す
る
地
域
の
回
遊

性
を
高
め
、
梅
小
路
周
辺
を
丸
ご

と
楽
し
め
る
観
光
エ
リ
ア
の
創
出

に
積
極
的
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　下
村
あ
き

ら
議
員
（
質

問
）
阪
神
淡

路
大
震
災
等

の
教
訓
か
ら

も
、
市
民
の

生
命
・
財
産

を
守
る
た
め

に
は
、
一
人

で
も
多
く
の

マ
ン
パ
ワ
ー

が
求
め
ら
れ

ま
す
。特
に
、

経
験
な
ど
豊

富
な
Ｏ
Ｂ
団

員
の
力
強
い

マ
ン
パ
ワ
ー

が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

「
京
都
市
消
防
団
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
」
の
創
設
が
必
要
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ご
所
見
を

お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

　門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
大
規

模
災
害
の
発
生
時
に
お
い
て
、
市

民
の
皆
様
の
大
切
な
命
や
財
産
を

守
る
た
め
に
は
、Ｏ
Ｂ
消
防
団
員

の
マ
ン
パ
ワ
ー
を
生
か
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
消
防

団
員
と
し
て
身
に
付
け
ら
れ
た
防

火
・
防
災
に
関
す
る
知
識
・
技
術
・

経
験
を
退
団
さ
れ
た
後
に
も
存
分

に
発
揮
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

消
防
団
の
活
動
を
支
援
し
て
い
た

だ
く
仕
組
み
に
つ
い
て
検
討
を
し
、

本
市
が
世
界
に
誇
る
防
災
力
の
よ

り
一
層
の
向
上
に
努
め
て
参
り
ま

す
。

　下
村
あ
き
ら
議
員
（
質
問
）
水

道
水
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
節
水

型
社
会
の
進
展
な
ど
に
よ
っ
て
、

水
需
要
が
減
少
を
続
け
て
お
り
、

水
道
事
業
の
経
営
環
境
は
非
常
に

厳
し
い
が
、
脱
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が

世
界
の
ト
レ
ン
ド
と
な
り
つ
つ
あ

る
中
、
水
道
水
が
環
境
に
や
さ
し

く
、エ
コ
で
あ
る
こ
と
も
含
め
て
、

子
ど
も
た
ち
に
水
道
水
を
飲
む
習

慣
を
広
げ
た
り
、
環
境
に
や
さ
し

い
水
道
水
の
特
性
を
生
か
し
た
利

用
促
進
策
を
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

 

　星
川
茂
一
副
市
長
（
答
弁
）

水
道
水
は
近
年
お
い
し
く
な
っ
た

と
の
評
価
を
頂
い
て
お
り
、ま
た
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
水
と
比
べ
、
水
質

検
査
項
目
が
３
倍
で
あ
る
な
ど
、

安
全
・
安
心
で
価
格
は
６
０
０
分

の
１
、
環
境
面
に
お
け
る
優
れ
た

特
性
も
持
っ
て
お
り
ま
す
。
次
世

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
環
境

に
や
さ
し
い
水
道
水
を
飲
む
習
慣

を
広
め
る
こ
と
を
通
じ
て
、
水
の

大
切
さ
、
環
境
へ
の
意
識
を
高
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
学
校

等
は
、
災
害
時
の
避
難
場
所
に
指

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

受
水
槽
方
式
で
の
給
水
が
必
要
で

あ
り
ま
す
が
、ご
指
摘
を
踏
ま
え
、

学
校
等
の
新
築
や
大
規
模
改
築
を

行
う
際
に
は
、
水
飲
み
用
の
水
道

栓
に
つ
い
て
、
直
結
式
給
水
を
導

入
す
る
よ
う
積
極
的
に
検
討
し
て

参
り
ま
す
。
今
年
度
は
ミ
ス
ト
装

置
を
本
市
施
設
に
設
置
し
、
環
境

に
や
さ
し
い
特
性
を
Ｐ
Ｒ
す
る
事

に
よ
り
、
水
道
水
の
利
用
の
促
進

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

. 新
た
な
観
光
エ
リ
ア
創
出
へ

新
た
な
観
光
エ
リ
ア
創
出
へ

新
た
な
観
光
エ
リ
ア
創
出
へ

下村あきら議員の質問項目

・ 震災時における帰宅困難者対策

・ 消防団ＯＢによる災害支援体制
の充実

・ 地下鉄増客に向けた取り組み

・ 水道水の利用促進

・ 梅小路公園の再整備に係る観光
エリアの創出

・ 地域における安心安全ネット
ワークを中心とした地域コミュ
ニティの活性化

雨天の中、査閲訓練に励む消防団員、退団後も支援できる仕組みがほしい

消
防
団
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
制
度
を

環
境
に
や
さ
し
い

水
道
水
利
用
促
進

代
表
質
問
５

　
　月

定
例
市
会

常　任　委　員　会 予算・決算特別委員会
経
済
総
務

く
ら
し
環
境

教
育
福
祉

ま
ち
づ
く
り
消
防

交
通
水
道

市
会
運
営
委
員
会

普

　通

　
　

公
営
企
業
等

委
員
長

委
員
会

委

　員

副
委
員
長

山
本
恵
一
井
上
与
一
郎

加
地

　浩
中
村
三
之
助

山
本
恵
一

山
元
あ
き

𠮷
井
あ
き
ら

繁

　隆
夫
橋
村
芳
和
津
田
大
三
山
元
あ
き

内
海
貴
夫

内
海
貴
夫
田
中
英
之
田
中
明
秀
𠮷
井
あ
き
ら

下
村
あ
き
ら

大
西

　均
下
村
あ
き
ら

田
中
セ
ツ
子

富
き
く
お

寺
田
一
博

津
田
大
三

高
橋
泰
一
朗

巻
野

　渡
加
藤
盛
司
小
林
正
明
寺
田
一
博

橋
村
芳
和

橋
村
芳
和
加
地

　浩
中
村
三
之
助

西
村
義
直
下
村
あ
き
ら

西
村
義
直

加
地

　浩

田
中
明
秀

大
西

　均
中
村
三
之
助

寺
田
一
博
田
中
明
秀
山
元
あ
き
下
村
あ
き
ら

井
上
与
一
郎
田
中
セ
ツ
子

繁

　隆
夫
加
藤
盛
司
橋
村
芳
和
田
中
英
之
津
田
大
三
山
本
恵
一

高
橋
泰
一
朗

巻
野

　渡
内
海
貴
夫
富
き
く
お
小
林
正
明
西
村
義
直
𠮷
井
あ
き
ら

自民党議員の所属委員会

※普通特別委員会の委員左欄は
　第１分科会、右欄は第２分科会
※市会運営委員会の橋村議員、
　加地議員は理事

京
都
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員

　高
橋
泰
一
朗

人

権

擁

護

委

員

委

員

　加
地
浩
、
田
中
英
之
、
津
田
大
三

都
市
計
画
審
議
会
委
員

　高
橋
泰
一
朗
、
小
林
正
明
、
大
西
均
、
中
村
三
之
助

市
会
議
長

　加
藤
盛
司

.

【常任委員会の所管】
▽経済総務委員会　行財政局、総合企画局、産業観光局、会計管理
者、選挙管理委員会、人事委員会及び監査委員の所管に属する事
項並びに他の常任委員会の所管に属しない事項
▽くらし環境委員会　環境政策局及び文化市民局の所管に属する
事項
▽教育福祉委員会　保健福祉局及び教育委員会の所管に属する事項
▽まちづくり消防委員会　都市計画局、建設局及び消防局の所管
に属する事項
▽交通水道委員会　交通局及び上下水道局の所管に属する事項

監
査
委
員

　富
き
く
お

政
策
委
員
長

　中
村
三
之
助

.

.

　京
都
市
会
5
月
定
例
会
の
代
表
質
問
は
、
5
月
19
日
に
行
な
わ
れ
自
由
民
主
党
京

都
市
会
議
員
団
か
ら
内
海
貴
夫
議
員
（
東
山
区
）
が
琵
琶
湖
疏
水
の
世
界
遺
産
登
録

申
請
な
ど
8
項
目
、
続
い
て
下
村
あ
き
ら
議
員
（
下
京
区
）
が
梅
小
路
公
園
の
再
整

備
に
係
る
観
光
エ
リ
ア
の
創
出
な
ど
6
項
目
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

梅小路公園と
周辺一帯結ぶ
地域活性化に繋げる

下
村
あ
き
ら
議
員
（
下
京
区
）
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環境にやさしい
大豆油インキを使用しています。

　
予
防
接
種
法
で
は
、
感
染
の

お
そ
れ
の
あ
る
疾
病
の
発
生
及

び
ま
ん
延
を
予
防
す
る
た
め
、

有
効
性
・
安
全
性
を
認
め
た
う

え
で
、
公
費
負
担
の
対
象
と
す

る
定
期
の
予
防
接
種
（
三
種
混

合
ワ
ク
チ
ン
、
ポ
リ
オ
、Ｍ
Ｒ

ワ
ク
チ
ン
、
日
本
脳
炎
、Ｂ
Ｃ

Ｇ
、
高
齢
者
の
季
節
性
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
）
が
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ

い
て
は
、
万
一
健
康
被
害
が
発

生
し
た
場
合
、
医
療
費
や
医
療

手
当
、
障
害
年
金
な
ど
国
の
救

済
制
度
に
よ
り
健
康
被
害
の
迅

速
な
救
済
を
図
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
し
か
し
予
防
接
種
法
に

規
定
さ
れ
て
い
な
い
子
宮
頸
が

ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
、
ヒ
ブ
ワ
ク

チ
ン
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は

任
意
の
予
防
接
種
で
あ
り
、
国

の
救
済
制
度
の
対
象
と
は
な
っ

て
お
ら
ず
、
国
制
度
と
比
べ
補

償
額
も
半
額
程
度
で
す
。

　
▼
京
都
市
で
は
、
多
額
の
経

費
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

市
独
自
で
の
助
成
は
困
難
で

す
。
市
町
村
の
公
費
負
担
の
有

無
に
よ
っ
て
接
種
の
機
会
が
異

な
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら

ず
、
市
民
の
皆
様
の
い
の
ち
、

健
康
を
守
る
た
め
に
は
、
全
国

一
律
で
公
平
に
対
応
す
べ
き
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
▼
必
要
性
の
高
い
任
意
の
予

防
接
種
は
、
医
療
費
の
抑
制
に

も
効
果
が
あ
り
、
早
期
に
予
防

接
種
法
に
規
定
し
、
国
の
救
済

制
度
の
対
象
と
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　
▼
京
都
市
で
は
14
億
円
も
の

巨
費
を
投
じ
、
定
期
の
予
防
接

種
の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す

が
、
定
期
の
予
防
接
種
を
含
め
、

国
に
よ
る
十
分
な
財
源
措
置
を

行
う
よ
う
、
国
に
対
し
て
引
き

続
き
強
く
要
望
し
て
い
き
ま

す
。

　
京
都
市
会
５
月
定
例
会
本
会
議
で
自
民
党
議

員
か
ら
の
代
表
質
問
に
こ
た
え
て
、
門
川
市
長

は
予
防
接
種
法
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
必
要
性

の
高
い
ワ
ク
チ
ン
の
任
意
接
種
に
つ
い
て
「
市
町

村
の
公
費
負
担
の
有
無
に
よ
っ
て
接
種
の
機
会
が

異
な
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、『
い
の
ち
、

健
康
』
を
守
る
た
め
に
は
、
全
国
一
律
で
対
応
す

べ
き
も
の
で
あ
る
」
と
京
都
市
の
考
え
方
を
述
べ

ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
自
民
党
市
会
議
員
団
は
任
意
接
種

の
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
も
、
十
分
な
財
源
措
置
を

国
に
対
し
て
今
後
と
も
強
く
訴
え
て
参
り
ま
す
。

国
の
十
分
な
財
源
措
置
を

【子宮頸がん予防ワクチン】
　子宮頸がん予防ワクチンは、発がん性ＨＰＶ（ヒトパピ
ローマウイルス）の中で、特に子宮頸がんの原因として最も
多く報告されているＨＰＶ16型と18型の感染を防ぐワクチ
ンです。すでに100か国以上で接種されています。
　他の政令市では、名古屋市が今年中に一部助成を開始
する予定です。

【ヒブワクチン】
　細菌性髄膜炎の原因菌の約50%以上がb型インフルエ
ンザ菌（Ｈｉｂ）です。細菌性髄膜炎は、脳や脊髄を覆っ
ている髄膜に細菌が感染し、炎症を起こす病気で、感染
すると発熱、頭痛、嘔吐、けいれんなどが見られます。致死
率は約5%、てんかんや難聴、発育障害などの後遺症は約
20%となっています。ヒブワクチンは、すでに100か国以上
で承認され、90か国以上で定期予防接種とされています。

通常は生後２か月以上７か
月未満で接種を開始し、４～
８週間の間隔で３回、更にお
おむね１年の間隔をおいて１
回の計４回の接種が必要で
す。
　他の政令市では、札幌市
が今年４月から一部助成を
行っており、名古屋市と神戸
市が今年度中に一部助成を
開始する予定です。

【肺炎球菌ワクチン】
　肺炎の最も多い原因菌は肺炎球菌です。これまでわが
国では肺炎球菌による感染症（肺炎、慢性気道感染症、
中耳炎、副鼻腔炎、敗血症、髄膜炎等）を予防するため、
高齢者を対象に23価肺炎球菌ワクチンの任意接種が行
われてきました。
　ただし、２歳未満の乳幼児については、免疫系が未成
熟で期待する予防効果が得られない可能性があり、安全
性が十分に検討されていないことから、23価肺炎球菌ワ
クチンの接種が認められていません。このため、乳幼児向
けのワクチンとして７価肺炎球菌ワクチンがアメリカで開
発されました。
　23価肺炎球菌ワクチンは、１回の接種で健康な方の場
合、少なくとも5年は効果が持続すると言われています。７
価肺炎球菌ワクチンは通常生後2か月以上７か月未満で
接種を開始し、27日間以上の間隔で３回、更に12～15か月
の間に１回の計４回の接種が必要です。
　他の政令市で23価肺炎球菌ワクチンは、仙台市と神戸
市で一部助成を行っており、名古屋市が今年度中に一部
助成を開始する予定です。7価肺炎球菌ワクチンは助成し
ている政令市は現在ありません。

任意接種のワクチン任意接種のワクチン

予
防
接
種
法
に

規
定
す
る
必
要

京
都
市
の
考
え
方

京都市が独自に全額助成し
た場合の必要経費（試算）
（対象者人口は 21年 10月1日現在推計、

対象者全員が接種した場合）

【子宮頸がん予防ワクチン】
　・単価　1.5～2万円
　・対象者（12 歳女子）
　　5,963人
　・所要額　単価 2万円で、3回、
　　@20,000円×5,963×3回
　　=3億5778万円
【ヒブワクチン】
　・単価　7～8千円
　・対象者　（0歳児）11,497人
　・所要額　単価 8千円で、4回、
　　@8,000×l1,497×4回
　　=3億6790万4千円
【肺炎球菌ワクチン】
　〈７価肺炎球菌ワクチン〉
　・単価　9 千円～1万円
　・対象者　（0歳児）11,497人
　・所要額　単価１万円で、4回、
　　@10,000×11,497×4回
　　=4億5988万円
　〈23 価肺炎球菌ワクチン〉
　・単価　8～9 千円
　・対象者（65歳の高齢者）20,497人
　・所要額　単価 9 千円で、1回、
　　@9,000×20,497×1回
　　=1億8447万3千円

自民党議員団は今後とも国へ強く訴えて参ります。




